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2008年 11月 11日 

ＤＯＷＡホールディングス株式会社 

 

DOWA ニュース 

 

 

次期中期経営計画（事業構造改革Ⅳ）を策定 

～未踏への挑戦～ 

 

  

当社（東京都千代田区外神田 4 丁目 14 番 1 号、資本金 364 億円、社長：河野正樹）は、

このたび 2009年 4月からスタートする 3ヵ年の中期経営計画を策定いたしました。 

2000年以降、事業構造改革を通じて、収益と資産の構造、財務体質、企業文化などの変革に

取り組み、直近の 3 年間では、主に積極投資による成長・拡大を目指してきました。 

 厳しい事業環境の中、当社ではこの新中期計画に沿って、過年度に実施した大型投資の

効果実現と徹底したコストダウンを柱とした収益向上策を実施するとともに、重点事業の

成長のための諸施策を着実に実行してまいります。また、スローガンには「未踏への挑戦」

を掲げ、更なる成長と飛躍を目指してさまざまな改革に行動力とスピードを持って取り組

んでまいります。 

 なお、本計画の骨子は以下のとおりです。 

 

 

１．計画の名称  「事業構造改革Ⅳ “未踏への挑戦”」 

     ～現場の底力、施策の完遂、高品質な経営に挑戦～  

 

２．期間     ２００９年４月～２０１２年３月の３カ年 

 

３．基本方針 

 ①重点コア事業の成長戦略と製錬事業のリサイクル化のため着実な投資を継続する 

 ②環境志向の高まりを好機と捉え、地球環境に貢献する高付加価値の製品、サービスを

グローバルに提供する 

 ③改革を通じて生産性、効率、コストの限界に挑戦。技術に裏付けられた現場力で他を

圧倒する企業へ 
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４．目標（２０１１年度） 

– 経常利益         ５００億円 

（ＥＢＩＴＤＡ ７２０億円） 

– ＲＯＡ          １３％ 

– Ｄ／Ｅレシオ         ０．５ 

       単位：億円

2008年度
見込

2011年度
計画

売上高 4,000 4,700
経常利益 220 500
ＲＯＡ 6% 13%
総資産 3,600 3,840

 

５．基本戦略 

(1) 体質強化への取り組み 

  ①投資効果の実現 

    過年度に実施した大型投資案件のうち投資回収が遅れている案件にフォーカスし、 

早期の投資効果実現を目指す。 

 

②現場力の強化 

    ＤＯＷＡグループ一丸となって「現場の底力」、「施策の完遂」「高品質な経営」に 

   挑戦し、現場力の強化により、企業価値の最大化を目指す。具体的には、コストダ 

   ウン、在庫圧縮などの施策の実行により、事業環境変化への対応力を強化する。さ 

らに技術に裏付けられた収益向上施策を着実に実行するとともに、指標に基づいた 

管理を徹底させ、年間３～５％のコスト削減効果を実現する。 

       

(2) 成長に向けた事業展開 

  ①重点投資の実行 

 投資額は前 3年との比較で 1割減の 750 億円とする。また、投資実行にあたって 

は、マーケットの状況に応じて投資の規模、時期など柔軟に見直していく。 

   最重点分野である環境・リサイクル関連への投資配分を一層厚くする。（33%→47%） 

   

  ②新規事業、新製品の展開 

    重点市場である環境、自動車、ＩＴのマーケットに対して、亜鉛リサイクル事業、 

ナノ粉、窒化物・紫外ＬＥＤ等の新製品展開を実施する。 

 

 

 

投資　　　：総額750億円（3年間）

研究開発：総額200億円（3年間）

2008年度
上期実績平均

2011年度
計画

為替（円/＄） 106 100

Cu（￠/ｌｂ） 366 272

Zn（＄/t) 1,942 1,500

In(＄/ｋｇ） 581 400  
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(3) 各事業戦略 

   ①環境・リサイクル事業 

    環境・リサイクルのＮｏ１企業となる。既存事業においては、廃棄物、土壌浄化、

リサイクルの 3事業の国内基盤の確立を目指し、新規事業として低炭素化時代に 

対応したクリーンテクノロジー事業を設立する。また、地域拡大施策として、国内・

東アジアから東南アジアへ事業拠点を拡大させる。 

 

②製錬事業 

循環型社会への貢献を主たる目的として、世界唯一のフレキシブル・リサイクル製錬

コンビナートを構築し、DOWA グループの基盤事業として継続的な発展を図るとともに、

レアメタル事業の強化拡大を目指す。 

 

③電子材料 

半導体事業の窒化物と紫外ＬＥＤ、機能材事業のナノ粉・触媒・ペースト関係の 

   早期立ち上げにより、事業の拡大を図る。既存製品については、キャリア粉での 

拡大を図り、その他製品は、収益の維持を確実なものとする。 

    

④金属加工 

車載、パワーデバイス、ＩＴの特長ある市場でシェアトップを目指す。生産性 

向上とコストダウンで投資回収を最大限高める。 

 

⑤熱処理 

国内基盤を磐石にし、海外へも積極展開を目指す。積極投資を継続してシェア 

アップを目指すとともに、環境対応製品の展開を行う。 

 


